
 

平成１８年度 第４回大野川流域懇談会 

 

日時：平成１９年３月２４日（土） １５：００～１７；００ 

場所：河童小屋 

 

１５：００ 

１．開会挨拶 

  大野川流域懇談会会長 川野田實夫 

  国土交通省大分河川国道事務所長 西尾崇 

 

２．平成１８年度活動報告、第１回アジア・太平洋水サミットについて 

 

３．大分大学からの提案   大分大学経済学部 市原宏一教授 

 

４．稲葉ダムからの報告   竹田ダム事務所 井形 徹 

 

 

５．環境問題の克服と住民意識～白山川を守る会の住民意識～ 

大分大学教育学部人間福祉学科川野田實夫研究室 手島才研究員 

 

６．国土交通省大分河川国道事務所地域連携課 鹿毛英樹課長のお話を聞く 

 

１７：００～交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

平成１８年度大野川流域懇談会活動報告 
 

平成１９年３月２４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人河童倶楽部 
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Ⅰ 大野川流域懇談会の開催 

第１回大野川流域懇談会 平成１８年０５月３０日 竹田市竹田 商工会議所 

臨時総会 平成１８年０６月１９日 河童小屋 

第２回大野川流域懇談会 平成１８年０９月３０日 豊後大野市大野町 南部小学校跡 

第３回大野川流域懇談会 平成１９年０２月０３日 大分市大在 大在公民館 

第４回大野川流域懇談会 平成１９年０３月２４日 河童小屋 

 

１．平成１８年度第１回大野川流域懇談会200５/05/30  場所：竹田商工会館 

本年度より、各地で流域懇談会を開催することになった。第１回を「稲葉川を豊できれいにする会」が実行委

員会をつくり、懇談会の組み立てから当日の懇談会までを引き受けていただき開催された。 

１．大野川流域懇談会の説明（最下段参照） 

  大分河川国道事務所 地域連携課 

  ＮＰＯ法人 河童倶楽部 

２．連絡先の確認 

  行政部会の各期間の担当と連絡先の確認 

３．各行政機関からの情報提供 

  災害時の情報発信について・インターネット・ＣＡＴＶなど 

 社会福祉協議会市民ボランティアセンター の村野さんに「防災

ボランティアネットワークづくり」のお話をいただきました。 実

際に活動に参加した新潟の震災の事例等から、行政と市民の役割、

情報発信、伝達についての重要性、平常時のこころがけなど、今ま

で取り組んだことのない「防災」に関する私たちの活動、役割が少

し理解できたと思います。 本年度から取り組もうと計画している

テーマの重要性を認識させられましたし、仕組みづくりを着実にす

すめていかなければなりません。 

参加人員：約１００ 

 

行政部会  流域全域からの参加があ

り、各地の取り組みの紹介と行政部会の

位置づけ、役割が話し合われました。川

仲間メーリングリストへの参加も了解さ

れ市民と行政の情報の共有、思いの共有

ができるようになります 

。 

講演  社会福祉協議会市民ボランティ

アセンター 村野淳子さん 

 

 

パネルディスカッション 

 

熱く語られた竹田地域の川の状況 

１．清流を守る水の集い（荻町）台風１４号の被害について。今後

の対応及び課題。個々の対応などを報告。その中で、災害から身を

守るには、自宅周辺の安全性の確認、危険箇所の把握等。災害時の

行動をどうするか等を近隣と日頃より連絡を取り合う。何よりも早

めの非難の大切さを訴えられました。 

２．入田川を守る会河川プールの清掃、葦の野焼き、河川清掃をし、

上流域の水質を守り、下流にきれいな水を送ることを最大の目的と

して活動しています。その熱い思いを語っていただきました。 

３．浄化事業対策推進 きれいな水を飲み、汚れた水を川に流す竹

田のまちの水質浄化のための活動を推進している。単独浄化槽をど

うするか、公共下水道や集合浄化槽の在り方について、合併浄化槽

の推進、市民の役割などが報告されました。 

４．めだかの学校（久住町） 子供と一緒に水質調査など環境学習

をを実施しており、その様子をお話いただきました。 



２．大野川流域懇談会臨時総会 2005/06/19 河童小屋 

１６：００～１７：００ 

大野川流域懇談会臨時総会 

 

 

辞任の挨拶をする上野卓男さ

ん 

 

 
新任された川野教授 

 

長太茂樹大分河川国道事務所

長 

参加人員：４０名 

出席： 

大野川流域ネットワーキング 

国土交通省大分河川国道事務所・大分県河川課・豊後大野土木事務所 

オブザーバー：市民活動センター（村野） 

議事次第 

１．上野卓男会長辞任挨拶 

２．新会長選任 

  大分大学環境福祉学科の川野田實夫教授が選任されました３．平成１

８度の主な活動 

＜河川環境管理財団助成事業＞ 

１）こどもカッパクラブの活動 

２）リーダー養成 リーダー 

３）防災ボランティアネットの勉強会・研究会 

４）記録作成 

５）事務局運営 事務局：安達 

＜大野川流域懇談会独自の事業＞ 

１）第１２回大野川河川シンポジウム 

  開催予定：１１月 

２）大野川流域懇談会 

   ５月 第１回 竹田市竹田 

   ９月 第２回 豊後大野市大野町 

  １１月 第３回 大分市鶴崎（河川シンポジウムと併催） 

   ２月 第４回 河童小屋 

３）インターネットによる情報発信 

＜支援事業＞ 

    ①     源流の碑建立祭 

    ②     クリーンアップキャンペーン 

なお、上野さんは、大野川流域ネットワーキング代表世話人も辞任され、

佐々木哲也さんが新たな代表世話人に選任された。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３．平成１８年度第２回大野川流域懇談会  2006/09/30  大野町南部小学校跡 

沈堕の滝周辺見学会（１３：００～１５：００）懇談会に先駆けて沈堕の滝周辺の見学会が催されました。 

 

懇談会（１５：００～１７：００） 参加人員 １００名 

（参加団体は行政（国土交通省大分河川国道事務所、大野川出張所）・大分県河川課、豊後大野土木事務

所、豊後大野市に、桜づつみ愛護会、大分の海と川を守る会、ふるさと戸次を元気にする会、大分大学川

野研究室、柴北川ネット、三重川を守る会、緒方支部、Ｑ’Ｓアウトドア、入田川を守る会、河童倶楽部） 

   

流域懇談会の新しい会長に就かれた大分大学教授の川野田實夫会長の挨拶で懇談会が始まりました。大分

河川国道事務所の西尾崇所長も着任されて始めての参加でした。大分県河川課の園元秀夫課長からも挨拶

をいただきました。 

 

南部地区活性化委員会会長佐東源三さん、沈堕滝の会会長後藤正雄さんから、３０年間、ダム問題に二分

された地域の姿とこれからの地域づくり・川づくりの具体的な夢を語っていただきました。大野川と支流

平井川をフィールドとして、この会場の南部小学校跡の活用を中心に新たな活動が始まろうとしています。 

大分県豊肥振興局地域振興部主幹田辺隆司さんから、地域づくりに対する大分県の支援事業の説明があり、

具体的な提案を出して欲しい旨の依頼がありました。 

車座になって参加者の方々の意見、イベント紹介などが行われました。大分県社会福祉協議会の村野さん

からは防災駅伝ゲームの紹介、大分の海と川を守る会の是永さんからは家庭排水問題に取り組む様子とイ

ベントの紹介、大分河川国道事務所の鹿毛課長からは高田地区の市民参加の地域づくり・川づくりの紹介

がありました、 

沈堕滝の会の初代会長後藤賢治さんの万歳三唱で閉会。 

 



４．平成１８年度第３回大野川流域懇談会 2007/02/03 大分市大在地区公民館 

この行事は「第１回アジア太平洋水サミット」参加イベントです。 

日本の「いい川シンポジウム」について 国土交通省大分河川国道事務所地域連携課鹿毛英樹課長 

国土交通省大分河川国道事務所地域連携課の鹿毛英樹鹿毛課長より、２月１

７日に開催される、これからの「多自然川づくり」を推進方策や協働のありかたなどを考えるための「日

本のいい川シンポジウム」が開催されますが、その主旨と内容が説明されました。日本の５河川が、事例

発表をしますが、大野川もその中に選ばれました。 

発表者の河童倶楽部幸野敏治事務局長より、練習を兼ねた「大野川の試み」（大野川の川づくりの仕組み

と具体的な活動事例）が発表されました。 

 「第１回アジア・太平洋水サミットについて」  

大分県企画振興部企画調整課アジア・太平洋水サミットプロジェクトチーム草野俊介さんより、第一回ア

ジア・太平洋水サミットの内容内容を発表していただきました。 

「第１回アジア・太平洋水サミット」は、アジア・太平洋地域諸国における水問題の解決を目的とする非

営利のネットワーク組織である「アジア・太平洋水フォーラム」が、各国政府首脳級及び国際機関代表等

を含むハイレベルを招いて、平成１９年１２月３日～４日に、大分県別府市で開催が予定されている国際

会議です。 

平成１８年度の事業のまとめ  大野川流域懇談会 幸野敏治 事務局長 

①流域懇談会の開催 

⑤川遊び勉強会（委員会形式）     ビデオ製作 

⑥市民防災勉強会（犬飼・三重地区の皆さんと）  大野川・防災すごろく製作中 

⑦子供かっぱくらぶ（竹田）  稲葉川を豊できれいにする会と豊岡小学校 

⑪大野川に感謝「第８回源流の碑建立祭」  建立式 豊後大野市朝地町神角寺渓谷 ３月１７日 

⑫第８回クリーンアップキャンペーン  清掃場所・参加者人数など調査中 

⑬第１回アジア太平洋水サミットへの取り組み  ３月２４日に具体化 
 

 

 



平成１８年度第 4回大野川流域懇談会  2006/03/24  河童小屋 
 

15:00 開会挨拶 
  大野川流域懇談会会長                       川野田實夫会長 
  行政部会 国土交通省大分河川国道事務長      西尾崇所長 
  市民団体 初代大野川流域ネットワーキング会長  羽田野力ＮＰＯ法人河童倶楽部理事長 

平成１８年度活動報告  事務局長 幸野敏治 
ˈ大野川流域懇談会の開催第 ˈ１２回大野川河川シンポジウム ˈ市民との協働による水質検査 
ˈ「大野川に感謝・源流の碑建立祭」市万田川 ˈ平成 18年度大野川クリーンアップキャンペーン 
ˈ子供と環境学習＆川遊び ˈ市民防災ネットワーク ˈ勉強会ホームページとメーリングリストの運用 
ˈ平成１８年度の大野川流域懇談会の総括と課題  詳しくはこちらをご覧ください（ｐｄｆファイル） 

大野川における魚にやさいい川づくり懇談会について 大分県土木建築部河川課 吉用光春 
昨年度から開催されている懇談会の内容をお話いただきました。詳しくはこちらをご覧ください。 
①県下のモデルケースとして大野川流域の河川において、魚類を指標として、水生動植物への保全や河川整備の方法を

調査・検討する場として、「大野川流域における魚にやさしい川づくり懇談会」を設置し、河川管理者が河川整備、災害復

旧、維持管理において実践可能な川づくりを検討するものである。 
②懇談会の成果は、今後の大野川流域の川づくりに活かし、その効果を検証しつつ県内の河川においても普及させる予定

である。 

大分大学からの提案   大分大学経済学部 市原宏一教授 
平成１９年度より、大分大学で「持続可能な地域づくり」を目指した教育の一環として、大野川流域をフィールドにした学生と

地域との連携による学習をはじめる計画をプレゼンテーションしていただきました。週１回の授業ですが、土日には大野川

で自然に親しみ、市民活動にも参加していただけるそうです。大野川にとっては大変ありがたいことで、おおいに協力させて

いただきたいと思いました。 

稲葉ダムからの報告  竹田ダム事務所 井形徹 
竹田をはじめ下流の水害を守るために建設中の稲葉ダムの姿を紹介いただきました。完成後のダム及びダム周辺の地域

づくり、維持管理など、市民との連携が不可欠で、今後、大野川流域の仲間と交流を深めていきたい意向です。交流しコミ

ュニケーションするなかで、何か生まれることが期待されます。 

大分大学教育学部生活環境福祉学科川野田實夫研究室 手島 
川野田實夫研究室で今年１年研究した成果を発表していただきました。テーマは「白山川を守る会」です。時系列で日本の

環境問題をまとめ、白山川の活動の意義をわかりやすく発表してくれました。上野さんも参加していて、発表が終わってか

ら、「よう、うまくまとめたなあ」と手島君と握手をしていました。手島君は、最初は「ホタルの棲息する水質」を調べるために

上野さんにお話を聞きに訪ねたそうですが、上野さんの白山に対する思いを聞くことによって、テーマを変えたそうです。 

国土交通省大分河川国道事務所地域連携課 鹿毛英樹課長のお話 

市民活動、流域懇談会の殆どの行事に参加され、その時々に出会った流域人のことを思い出しながら、感慨深そうに３年

前に大分に着任してから今日までの思い出を語っていただきました。大野川流域懇談会のあり方を市民と一緒になって思

考錯誤しながら、形にしていただき衷心より感謝いたします。 

 




